
  ２月 の 園だより R6年度 富田林市立喜志幼稚園 

寒さに負けず   
園 長  古 村 勝 俊 

いつもの散歩コースの公園で、鮮やかな黄緑色の鳥たちを見かけました。チーチーと鳴き
交わしながら木々を行き来しています。その名のとおり目の周りが白く、春を告げる鳥と言わ

れるメジロです。相変わらずの寒さが続いていますが、春が近づいているようで、何だかうれ
しい気持ちになりました。 
 
早いもので、２月３日は暦の上で春を迎える「立春」です。その前日の２日が冬と春の季節
を分ける「節分」です。近年は、巻き寿司を食べることが広まっていますが、伝統的な行事で
ある「豆まき」をする家庭も多いのではないでしょうか。私も幼少のころ、鬼の面をかぶった父

を追いかけ、「鬼はー外！」 と、大はしゃぎして豆をまいたものです。豆まきのあと、家じゅうに
散らばった豆をほうきで掃き集めるのがたいへんだったことも、楽しかった思い出です。もう 
５０年以上前のことですが・・・。 
 
幼稚園では、「節分の集い」を１月３１日に予定しています。先週から、みかん組さんが鬼
のお面をつけて大喜びで園庭を駆け回っています。「寒がり鬼」「けんか鬼」「泣き虫鬼」・・・。

子どもたちが心に抱えているのは、どんな鬼なのでしょうか。 
― 「けんか鬼」は、子どものけんかが大好きです。仲良く遊んでいる子がいると、そっと 

やってきて、一人の子の頭をポカリとたたきます。たたかれた子は、友だちがたたいた 

と思ってけんかが始まります。けんか鬼は、人間には姿が見えないからです・・・・・。 ― 

こんな話もしながら豆まきを楽しみたいです。どんな鬼が出没するのか、集いの日が待ち
遠しいです。 
 
あと２ケ月で進級・進学です。寒さに負けず、子どもたちが元気に遊んでいるうちに、春は
少しずつ近づいてきます。健康に気をつけて３学期を乗り切ってほしいと思います。子どもた

ちが、有意義な園生活を送れるよう、ご家庭や地域でも、励ましのお声かけをよろしくお願い
いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊育てたいこと＊ 

・遊びの中で友達とのやりとりや自分なりの表現を楽しむ。 

・身の回りのことを自分でしようとし、できた喜びを味わう。 

       ・冬の健康生活の習慣を身につける。 

・共通のイメージをもちながら、友達と一緒に表現遊びを楽しむ。 

・目的に向かって友達と考えを出し合い、表現活動を伸び伸びと楽しむ。 

・冬の健康な過ごし方を身につける。 

 

 

 

 

4歳児 

５歳児 

３歳児 

【ほし組】◎◎ ◎◎さん（2月 6日） 

【はな組】▽▽ ▽▽さん（2月１３日） 

【はな組】□□ □□さん（2月１９日） 

【みかん組】●● ●●さん（２月４日） 

【みかん組】△△ △△さん（２月７日） 

 

 

 

※2月 2８日に２月、３月の合同誕生会 

をします。 

[アルバムの制作の都合上、合同で行います] 

【ほし組】◇◇ ◇◇さん（3月 13日） 

 

２がつうまれのおともだち 
おたんじょうび おめでとう！ 

３がつうまれのおともだち 
おたんじょうび おめでとう！ 


